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好きな曲： 「左手の為のシャコンヌ」
 J.S. バッハ作曲／ブラームス編曲

原曲は、J.S.バッハの無伴奏ヴァイオリンの為のパルティー
タ第2番の終曲《シャコンヌ》。低音に置かれた主題に基
づく変奏曲で、バッハの器楽曲における最高傑作に数えら
れている名曲。ブラームスは、《シャコンヌ》のほとんど全
ての音を1オクターブ下に移して、あえて左手の為のピアノ
曲に編曲しました。この楽曲に最初に出会ったのは19歳の
時。それ以来ずっと弾き続けている私にとって、「左手の為
のシャコンヌ」はthe Bible（聖書）です。

プロフィール
国立音楽大学ピアノ科を首席卒業、及び同大学院修士課程を
修了。岡田賞、武岡賞を受賞。読売新人演奏会に出演。99年に
渡英。リーズ市立音楽大学大学院上級ピアノ演奏家コースを最
優秀の成績で修了。数々のリサイタルをはじめ、ルーマニア国立
トゥルグ・ムレシュ交響楽団、ロンドン・シューベルト室内管弦楽
団、リーズ交響楽団等と協演。現在、宮崎学園高等学校音楽コー
ス教諭。

谷口 潤実 打楽器（パーカッション）32

好きな曲：「Celebration Suite」
パーカッションに興味を持つきっかけとなったパーカッショ
ニスト、アイアート・モレイラの代表曲。流れてくるサンバの
リズムや哀愁漂うメロディーに釘付けとなり、小学生当時
カセットテープに入ったこの曲を何度も何度も繰り返し聴い
てどんな打楽器が使われているのか？など1曲でたくさんの
事を教わった名曲です。

プロフィール
1982年宮崎県都城市出身。小学生の時に聴いたアイアー
ト・モレイラ（Airto moreira）に衝撃を受けパーカッショ
ンを始める。2013年キューバへ渡り以後様々なミュージ
シャンと共演・ツアー等全国を拠点に活動中。
現在自身の主宰する〈OFFICE ritmo TANIGUCHI〉では
自身のバンドやサンバチーム＂Ｍàquina do ritmo＂をプロ
デュース。また後進の育成にも努めている。
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